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研究成果の概要（和文）：　本研究は保育、教育において求められ指導者としての資質と能力を育成するカリキュラム
を、小学校以降の教育活動への円滑な移行を踏まえた観点から新たに構築し、提案したものである。研究成果は関連学
会での発表や保育者・教員を対象とする研修会を行ったほか、開発した教材とカリキュラムを一般図書として出版し社
会的還元を図った。最終的には研究成果報告書を発行することによって研究の総括を関係機関や研究者に広く発信した
。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed and proposed the use of a curriculum that nurtures 
the characteristics and abilities required of leaders of nursery schools and education, from the 
perspective of smooth educational transition after elementary school.
The findings of the study were fed back to society through conference presentations, workshops for 
nursery and school teachers, and the publication of books on the developed materials and curriculum. 
Finally, a summary of the study was widely disseminated to related organizations and researchers by the 
publication of a research outcome report.

研究分野：美術科教育学

キーワード： 表現教育　総合的芸術教育　幼保小連携　カリキュラム開発

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 20 年の学習指導要領の改訂は第三

の教育改革の総仕上げと言われる。80年代

後半以降わが国はバブル経済期を迎え、情

報化、少子化など社会環境が激変し、子ど

もの五感や感性の育ちに対する警鐘が鳴ら

されて１）人間的感性の育成を教育の根本的

な課題に据えることが要請２）されるように

なった。その施策の一つとして、平成元年

に幼稚園教育要領が、平成 2年に保育指針

が改定され、従来の保育内容で示されてき

た領域「音楽リズム」・「音楽」や「絵画製

作」・「造形」が、感性と表現に関する領域

「表現」として大きく改められたことは周知

のとおりである。しかし実施から四半世紀

が経過した現在も、保育の現場ではなお旧

来の「音楽リズム」や「絵画製作」の枠組

みを脱しない技術的な指導が多く行われて

いる実態がある。その大きな要因に保育

士・教員養成課程をもつ養成校において、

「表現」に関わる科目は、大半が「音楽表現」

や「造形表現」、「身体表現」などの科目に

分かれて従来のままに教授されている現状

があった。それらを関連付けながら統合す

るのはもっぱら学生自身に委ねられている

のである。そのため保育者養成において領

域「表現」が目標とする保育内容を実践で

きる資質と能力を備えた保育者を養成する

教育課程を再構築することは、重要な課題

の一つとなっていた３）。 

同時に、近年幼児教育と小学校教育との

円滑な接続の方策が強く求められている４）

ものの幼保小連携はその実践の多くが異年

齢交流に留まっている段階であった。児童

の発達特性として幼児期後期から小学校４

年生前後を一つの画期として認め、生活科

や総合的学習などを中心として、国語科、

音楽科、図画工作科など感性と表現に直接

関わる教科が積極的に連関を図りながら、

保育内容との接続（指導の一貫性、連続性）

に配慮した指導計画を策定し指導方法を開

発してゆく必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
上記の背景から保育、教育において求め

られる表現教育の指導者としての資質と能

力を育成するカリキュラムを、小学校以降

の教育活動への円滑な移行を踏まえた観点

から新たに構築し、提案することを目的と

する。 
 
３．研究の方法 
これまでの保育者養成課程における表現

活動の総合化を実現するための先行研究５）

や実践の多くは、合科学習的発想に基づい

た直列的合科の手法と並列的合科目の手法

を用いたグループ表現活動として捉えるこ

とができる。しかし、そこで研究対象とな

るのは表現単位を統合するテーマの内容や

設定方法であったり、配列や結合の方法に

向けられていた。つまり、あくまで音楽表

現、造形（美術）表現、身体表現、言語表

現は一つのまとまりをもった単位として扱

われ、それを同一テーマの下に合目的に統

合する試みであるといえよう。また設定さ

れるテーマも主として日常の「もの」や「こ

と」の模倣、再現におかれていた。 

本研究は、そのような表現単位そのもの

を解体して各々の表現を支える要素に還元

し、その要素間の共通性や連関性に着目し、

学習者の知覚を通して要素間の類似性や呼

応関係を体験することを第一義においた。

さらに体験した知覚の複合を感覚として

様々な原初的媒体によって表現することで

自らの感覚を自覚し、その自覚の体験の蓄

積によって学習者の感性を開いてゆくこと

をねらいとしている。特に人間の表現とい

う営みにおいて最も基本的媒体である自身

の身体の感覚をひらく演習に着目し、開発

を行っている。呼吸から身体の状態を自覚

し調整することに方法の可能性を探った。



また学習方法としてグループ活動を中心と

する応答型、協働型の体験学習を意図的に

構成している点、加えて曖昧とされる感性

の評価基準の策定の研究であることも特徴

と言える。 

具体的には本学の保育士・教員養成課程

おいてそれまで音楽教育と造形教育の教員

がリレー式に行っていた「表現」の講義内

容を統合して、学生自身の諸感覚を耕し表

現活動の多様な構成要素を関連づけること

のできる総合的な表現教育の題材の開発と

カリキュラムの構造化に取り組んだ。そし

て「音楽的」、「造形的」な視点に留まらず、

「身体的」、「言語的」視点から共通性と固有

性の原理を吟味して取り入れ、研究範囲を

拡大した。 

さらにその養成課程のカリキュラムから

実際に保育、教育の現場において「表現教

育」をどのように見通し、展開できるのか、

研究連携する幼稚園の保育によって検証

（計画、実践、評価）した。 
 
４．研究成果 
研究成果として大きく下記の３点が挙げら
れる。 

(1)身体感覚を耕す呼吸法や音声、言語、全

身運動と空間性を感得する方法とそれによ

って耕された感覚を相互に結び付けて表現

する方法を研究し、それぞれを段階的、関

連的に 12項目のカリキュラムにまとめ 

1) 身体感覚をひらくエクササイズ 

2)五感をむすぶエクササイズ 

として提案した。 

（2）公立幼稚園と研究連携し、領域「表現」

を核とした保育実践力を向上させる 保 

育指導案集の作成と、その有効性の検証（計

画・実践・特に評価の問題）を行った。 

（3）表現教育の幼保小の円滑な接続と、一

貫性、連続性を保障する総合的な表現プロ

グラムの開発の一環として子どもの五感を

結びつける絵本教材リストを作成した。 

また以上の研究成果を社会的に還元する

ため、図書と成果報告書に分けて発表した。 

最初のものは感性を育む表現教育のテキ

ストであり、2013 年 5 月に『感性をひら

いて保育力アップ「表現エクササイズ＆な

るほど基礎知識』の著書名で一般書として

明治図書から刊行した。このテキストでは

開発した教材を保育を学ぶ学生にもわかり

やすく提示し、研究連携した幼稚園での感

性を育む表現教育の実際の計画・実践・評

価の在り方に重点をおいて示した。 

それに対して研究成果報告書は大きく２

部構成をとり、第Ⅰ部で一般テキストとし

ては掲載できなかった教材の詳細を示し、

第Ⅱ部ではⅠ部から展開できる保育の可能

性を検証した事例を報告した。 
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